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（48年12月＊現在）・

人　口　24，011
男11，689
女12，．322
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町
侶
日
炭
跡
地
の
開
発
に
つ
い
て
は

総
合
計
卸
の
串
で
そ
の
奉
不
計
画
を
定

め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
高
松

・
蔦
東
地
区
を
町
と
水
巻
町
土
地
開

発
公
社
に
よ
っ
て
日
放
か
滋
賀
収
、
い

よ
い
よ
町
北
部
日
炭
跡
地
の
諾
盟
事

業
の
実
施
に
入
る
こ
と
に
な
り
凌
し

た
。こ

の
計
画
は
同
地
区
に
改
良
住
宅
七

百
三
十
五
戸
、
県
常
住
望
ハ
有
戸
、
宅

地
分
譲
百
五
十
戸
の
娘
役
を
主
に
、
公

園
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

整
備
し
、
悪
化
す
る
住
環
境
霊
草

う
と
す
る
む
の
で
、
五
十
二
嘩
度
学

の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
古
賀
・
梅
ノ

木
地
区
に
つ
い
て
は
日
庚
か
ら
空
間
檎

合
開
発
株
式
会
社
が
買
収
ず
み
で
、
同

社
の
手
で
建
売
り
分
撃
茎
体
に
盤
僻

さ
れ
る
計
画
が
過
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
粛
松
地
区
開
発
計
画
は
財
政
難

に
悩
む
本
町
に
と
っ
て
、
毎
年
度
そ
の

財
政
力
の
十
数
倍
を
も
必
要
と
す
る
事

案
で
あ
り
、
今
後
水
遭
間
願
を
始
め

と
す
る
新
住
宅
が
完
成
す
る
ま
で
の

住
葦
の
維
持
、
北
九
州
市
と
の
境

界
変
更
な
ど
、
な
お
難
問
髄
が
数
多

く
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
敷
戸
の
艮
住
宅
を
除

曹
老
朽
化
し
、
数
多
く
の
空
家
の
混

皆
住
環
境
と
そ
こ
に
住
む
住
民
を

放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
開
発
計

画
の
実
施
は
ー
日
も
早
く
急
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皇
女
の
寅
施
に
つ
い
て
は
今

後
、
機
会
の
毒
を
始
め
と
し
、
高

松
区
・
三
ッ
親
区
改
虐
宅
推
醤

員
会
、
離
墨
姿
等
の
意

見
を
く
み
な
か
ら
池
め
ら
れ
ま
す
が

壷
丁
間
町
づ
く
り
の
基
本
と
な

嘉
に
、
町
域
の
ど
規
解
と
ど

協
力
を
強
く
お
用
い
し
ま
す
。
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・・高松地区整備計画案
①　爽地計画面積　　　約332．544が

（開発対象面碑）　　約343．436が

⑧　住宅建設年次計画（寮）

建設方法 建設戸数
年 度 別 建 役　 十画 戸 数 等

48年度 ｉ49年度 5岬 度 「盲輝 度 5 2年度

改良住宅 735 － 150 210 210 ・ 165

県営住宅． 600 49年度 か らおおむね 6 ヶ年で建殺 、宅

宅地分髄 15ｄ ’ ・地分矧は堀住 宅公埠か町公社で行な う。

住宅構造（案）

改良住宅　　中高層5階建、1声（3室・台所・浴室・便所）

県営住宅．2ＤＫ、3ＬＤＫ、4ＬＤＫなど
地区内の公的施設建設計画（案）

公臥運動公臥小供の遊び場く数ケ肝「

地区施設（公民館等）ショッピングセンター

＼

－

Ｉ

ｌ

絶
好
の
教
育
環
境

仮
称
下
二
第
二
小
学
校

建
設
用
地
造
成
始
ま
る

料
南
部
地
屡
教
育
施
設
整
備
計
画
の
ま
し
た
が
、
青
田
宮
尾
に
建
投
ざ
れ
る

主
要
調
薬
も
し
て
、
現
在
の
下
二
小
学
仮
称
下
二
夢
ｌ
一
小
学
校
の
建
投
用
地
の

校
費
ｌ
校
に
分
離
し
、
伊
佐
座
に
一
速
成
が
始
ま
り
、
一
月
十
七
日
組
行
式

枚
、
宮
田
宮
尾
台
地
に
ｌ
枚
建
設
す
る
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

計
画
に
つ
い
て
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
　
場
所
は
君
田
宮
尾
寅
船
神
社
の
う
ら

石
炭
産
業
の
盛
況
と
と
も
に
町
を
形

成
し
て
莞
水
巻
町
。
そ
の
本
町
は
昭

和
甲
エ
バ
璧
万
、
旦
炭
閉
山
と
と
も

に
極
度
に
窮
迫
す
る
財
政
の
串
で
種
々

わ
難
問
に
直
而
し
て
含
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
肯
炭
跡
地
卑
そ
こ
に
屠

日

ｌ　°ｌ　▼1．．

住
す
る
人
々
の
こ
れ
か
ら
の
住
居
間
瑠
品
格
息
す
。
　
　
　
　
　
　
も
の
で
は
な
く
、
町
は
臥
十
七
辱
二
月
　
す
で
に
町
は
、
日
炭
閉
山
の
翌
四
十

書
め
て
ど
っ
す
る
か
⊥
こ
の
盲
　
老
朽
化
す
る
炭
住
と
そ
の
中
の
東
塔
総
垂
の
中
で
、
机
社
宅
を
の
毒
鹿
か
ら
、
宮
田
地
区
を
住
宅
改
艮

粉
体
の
カ
を
噂
え
る
と
も
号
音
れ
る
偶
の
道
路
、
公
共
施
投
の
な
い
感
化
す
ぞ
ぐ
目
顔
跡
地
を
主
と
し
て
公
的
資
金
法
に
よ
る
「
住
宅
地
区
故
嚢
だ
に

戸
嘉
し
て
同
地
区
の
盤
豊
を

完
了
し
ま
す
が
、
今
嘩
度
か
ら
高
松
・

三
ッ
瀬
地
区
の
整
備
に
い
よ
い
奉

ず
る
こ
と
に
な
り
、
同
地
区
の
日
成
用

地
撃
芋
．
山
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
員
収

を
終
わ
り
ま
し
た
。

ｌ
異
収
は
町
壷
町
土
地
開
発
公
社

に
よ
り
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
は

こ
の
浩
昏
冨
故
艮
住
宅
の
建
設
、

大
壷
が
、
し
か
も
早
急
な
解
決
る
住
錦
城
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
カ
を
甲
心
に
河
開
発
し
、
整
備
す
る
計
画

を
求
め
らｌ
れ
な
か
も
池
場
さ
れ
た
の
で
で
の
環
境
盤
傭
は
と
て
も
期
待
で
魯
る
を
た
て
唆
し
た
。

よ
？
て
現
在
ま
で
に
曾
九
十
こ
声
を
．
鼎
住
の
請
警
宅
地
分
譲
等
の
方
棒
に
、

建
設
し
て
お
り
・
四
十
轟
虎
に
貫
ハ
よ
っ
て
整
備
す
る
ご
と
に
し
て
晋
、

そ
の
断
固
の
大
婆
は
別
表
の
よ
う
に
な

ｌ・
ウ
て
い
葺
1

卑寡実と勇気をもって…………・・命

人の決糎
君が新成人を代表し「私たちは

1跨りある成人として、輿夷と勇

気をもって、あらゆる’ものごと

に対処してい．くという艇い決意
と自覚をしています…‥・」と力

強く成人となった決意を述べ、

ｒこのあと会員で町民会館中庭に

曾己念のつつじを植えて武を終り

壊した。

式後は現代のヤングらしく、

町骨坪田に亘るフォークソング
やコーラスなどのアトラクショ

ンに参加、成人への門．出を楽し

1くふみ出していせました。

（耳鼻は町民会蝕での成人式）

水

巻

町

・153名成

おめでとう新成人のみなさん

1月15日の成人の日、町成金
館ホールでは水巻町成人式が行
なわれ、今率成人となる町内の
若者75名を迎えてはなやかな熱
気に満ちました。
今年の水巻町成人1眩当者は

153名ですが、挙枚在学など遺
岡地在住．などの3諷由で、約半数
が式ｌに参加で車ませんでしたが
町からは各人に言己念晶を贈り成
人を祝いましたふ

’式上町轟を始めとする人生の
勝先輩のお祝いと、はげましの
ことばに対して古賀・和泉一幕

自衛隊篇5施設団の手で進められている造成工事

ｉ
ｔ

長
・
選
挙
と

町
醜
会
雄
鳥
…
補
欠
選
．
挙

軍票日Ｊ玉

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

水
棲
町
で
は
現
町
農
の
任
期
が
二
月
二

十
百
で
嘩
」
を
、
こ
れ
に
1
篭

な
う
町
廠
層
挙
と
、
欠
員
と
な
っ
て
い

る
町
轡
冨
貫
の
柵
姦
諺
賓
水
地

町
選
挙
管
規
委
員
会
は
次
の
と
お
ｌ
り
行

な
い
ま
す
。

町
長
選
挙
及
び
町
栴
会

臓
員
補
欠
選
撃
の
日
程

▽
星
月
1
0
日
　
誓
示
Ｐ

轟
欄
儲
繋
付
開
始

ポ
黙
せ
増
掛
澗
埠

番

田

細

隕

投
票

山
で
、
静
か
な
環
域
に
あ
り
な
が
ら
通

学
の
僻
も
艮
く
、
絶
好
の
単
枚
建
地

と
い
え
ま
す
。

ｌ
こ
の
造
成
工
調
は
、
町
の
轟
に
よ

り
障
上
患
鱒
五
昏
倒
こ
施
設

郡
水
巻
作
業
隊
の
手
で
二
期
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
、
六
月
米
俵
で
拓
労

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
婆
苑
了
す

る
見
込
み
で
す
。

用
地
洩
成
後
は
五
十
軽
度
塩
等
肴

密
し
、
五
十
蒜
鹿
に
轟
が
現

下
二
小
学
校
か
奉
る
計
㈲
患

っ
て
い
ま
す
。

．
4
9
年
度
町
建
投
工
事

指
名
願
の
受
付

四
十
九
鑑
鹿
に
蛮
町
が
発
注
す
る

麹
設
工
率
瑠
輿
水
道
志
覇
．
、
測

量
、
投
針
養
、
地
高
麗
の
入
札
、

温
芝
基
盤
義
苦
れ
鼻
は
、

次
の
婆
髄
で
受
任
嵐
行
な
い
葺

く
わ
し
い
こ
と
は
鰻
緑
、
財
政
係

に
お
た
づ
ね
く
灯
凄
い
。

「
綿
貫
娘
間
由
月
－
腋
か
ら
四
月

十
五
日
ま
で
も
．
・

こ
、
受
付
場
所
．
紋
穏
地
坪
惧
蟹
ｌ
　
篠

等
資
格
　
町
内
に
華
肯
す
る

私
人
お
よ
び
怯
人
。

遇
糠
に
つ
い
て
の
お
た
ず

ね

は

町

選

管

‘

6

0

1

・

4

1

2

1

番

へ

あ
な
た
の
投
票
所
は

、
入
場
券
で
確
か
め
て

投
票
日
に
旅
行
や
病
　
　
披
講
憎
、
賃
が
登
録
さ
れ
て
い
る

気
で
不
在
の
と
き
は
．
轟
の
あ
壇
所
で
し
か
で
ま
せ

十
不
在
者
蘭
票
を
ん
『
ロ
告
知
掌
各
会

二
早
目
か
ら
二
月
十
六
日
ま
で
ほ
ほ
、
′
登
が
投
網
で
塵
蛮
所
が

「
歪
夢
掌
る
こ
鼻
で
欄
撃
て
あ
り
壊
す
1
用
ひ
確
か
め
て

草
。
時
間
は
侮
日
午
耶
八
望
十
分
そ
の
盗
耶
所
へ
∵

か
ら
午
後
五
将
草
．
韻
所
は
復
偶
．
入
場
券
は
2
月
1
5
日

町
畢
管
翼
会
で
投
票
で
熟
、

す
。

ま
で
に
届
け
ま
す

投
票
日
に
、
や
む
菅
見
な
い
こ
と
で
　
池
頴
断
へ
の
会
は
二
月
十
五
日

町
外
な
ど
に
行
く
人
は
こ
の
「
盃
者
ま
で
に
お
浮
雲
も
上
鹿
骨

簑
謹
謎
利
用
く
だ
さ
い
。
ノ
尊
に
届
毅
官
尊
は
、
町
丑
唇

．
Å
　
　
　
　
　
現
委
員
会
問
い
会
せ
て
く
だ
さ
い
。

ｌ
－
ｒ
 
Ｌ
Ｙ
Ｌ
Ｊ
ｌ
ｔ
ノ
Ａ
Ｈ
ｌ
′
け
Ｈ
ふ
ｕ
・
．
．
1
，
Ｈ
払
酢
い
Ｕ
．
Ｔ
ｈ
ｒ

ー．

難、．こ．二

胤
闇
潜
鳳
載
唖
噂



（2）第3叫号月1日

内
檻
恩
倍
虫

髄
（
上
二
町
住
パ
ス
琶
　
定

訓
練
の
成
果
骨
ひ
ろ
ケ

初
の
郡
内
合
同
出
ぞ
め
式

消
防
功
労
者
な
ど
を
表
彰

一
月
十
三
日
、
水
巻
南
中
学
校
校
庭

に
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
逮
賀
郡
四
町

合
間
出
ぞ
め
式
が
は
な
や
か
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

て
い
た
出
ぞ
め
式
考
今
年
か
ら
合
同

で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
四

町
の
消
防
団
員
四
百
会
名
に
遠
賀
郡
梢

防
暑
風
も
参
加
し
、
冬
の
腸
ぎ
し
の
も

こ
れ
ま
で
は
各
町
ど
と
に
行
な
わ
れ
と
で
分
列
行
過
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
、初の郡内会同出ぞめ式で日ごろの別棟の成果をひる与する町消防団

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
見
せ
、
郡
消
防

団
の
力
轟
耶
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
式
上
で
、
消
勝
田
鼻
と
し

て
清
躍
さ
れ
、
功
嫌
の
あ
っ
た
方
た
ち

に
対
し
て
次
の
と
嶽
り
表
彰
が
行
ｌ
な
わ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勒
響
　
川
島
弘
（
副
団
長
）

福
岡
照
知
事
表
彰
　
ｌ

永
年
勤
概
宮
川
静
雄
（
凱
分
団

虔
）

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

傑
艮
消
防
団
　
水
巻
町
消
防
団

永
届
紡

三
十
五
年
Ｈ
Ｈ
紫
葡
定
雄
（
団
長
）

｛
五
幣
束
永
葦
（
副
分
団
菩

梯
和
利
（
副
分
団
虔
）
、
武
尾
友

治
、
山
本
せ
軍
、
内
田
鉄
也
。

土
管
Ｈ
Ｈ
安
永
仙
之
助
（
盆
箋
）
保

武
治
之
介
、
樋
口
弘
「
白
木
翳
、
野

中
輝
雄
、
原
田
柴
、
平
松
微

震
椙
施
設
宣
伝
の
普
及
牧
草

功
労
者
　
吹
田
弘
敬
、
藤
崎
愚
者
、

阿
古
、
、
ヰ
予

優
轟
願
松
本
大
次
郎
、
山
下

有
史
、
藤
戸
紀
佃
、
白
木
馨
、
和
田

千
六
郎
、
藤
本
安
男
、
川
島
健
司
、

上
田
倍
率

福
岡
県
民
火
災
共
済
理
事
長

表
彰水

巻
町
消
防
団
締
ｔ
分
団

消
防
協
会
遭
賀
支
部
長
表
彰
．

八
水
随
一
、
小
林
勝

町
長
表
彰

岩
崎
悦
郎
、
小
林
源
太
郎
、
太
田
静

夫
、
坂
口
文
男
、
石
塚
啓
二
、
久
保

田
忠
孝
、
久
保
田
錦
隆
、
山
本
盛
三

郎
、
大
野
正
人
、
大
谷
祝
着

1
．
号
．
1
■
’
・
1
．
事
Ｉ
Ｉ
ｉ
事
ｌ
・
・
亨
8
－
1
・
Ｊ
雪
・
1
8
，
．

確
定
申
告

如
限
は
」
・

2

月

1

6

日

丁

上

3

月

1

・

5

日

所
得
税
の
確
垂
盟
貫
瀬
間
は
二
月

士
ハ
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

期
限
に
努
、
れ
な
い
よ
う
正
し
い
申

告
と
納
税
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
4

昨
年
ま
で
は
扇
田
何
時
ご
ろ
お
い

で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ご
案
内
草
し
て

い
壊
し
た
が
、
ヰ
蝉
は
、
「
増
分
の
所

得
は
自
分
で
正
し
く
社
算
し
申
骨
す

る
」
と
い
凄
制
度
の
趣
旨
に

号
砲
癒
温
か
ら
の
日
野
完
還

し
た
ご
案
内
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
′
申
骨
の
こ
と
罫
わ
か
虹
に

な
ら
な
い
方
は
、
聾
・
役
場
、
ま

た
は
水
巻
町
商
工
会
税
務
相
談
嘗

利
用
く
だ
さ
い
。

町
民
会
館
で
も
受
付
け

な
お
、
ど
う
し
て
も
相
管
し
て
申

告
さ
れ
た
い
方
は
、
二
月
二
十
八
日
か

ら
三
月
石
の
二
日
間
、
町
民
念
に

聾
の
係
員
が
来
ま
す
の
で
こ
の
日

き
利
用
く
だ
さ
い
。

県
内
の
砂
義
で
働
く
労
働
者
の
最
低
東
金
が
次
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
、
二
月
盲
か
ら
寅
雄
さ
れ
ま
す
。

「
－
日
　
千
三
百
円

噂
時
間
労
働
者
（

所
定
労
働
時
間
に
比

べ
て
）
は
、
一
時
問

責
ハ
十
二
円
五
十
銭

．

　

　

」

∵

∵

ｔ

．

．

　

　

．

．

二

．

ｔ

、

　

′

こ
れ
は
地
域
別
最
低
賃
金
接
に
．
も
の
で
、
ど
の

よ
う
な
窃
藷
で
も
使
用
者
は
、
、
こ
の
壊
低
賃
金
鯛
以

下
で
は
労
働
者
蔑
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

労
働
者
の
最
低
賃
金
　
て
時
信
に
つ
い

二
月
か
ら
千
三
百
円
に
　
て
疑
わ
し
い
。
と
が
あ

る
場
合
は
「
八
幡
労
働

ニ
、
雇
入
れ
後
ｌ
伍
未
満
の
蓮
中
の
者
は
、
、
－
車
免
責
妄
面
」
墾
ハ
七
一
⊥
ハ
二
三
に
お

日
　
干
ｌ
百
円
、
一
時
間
百
五
十
円
。
　
　
　
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。
　
髄
バ

了
　
滋
子
ふ

Ｊ
Ｌ

住

民

税

と

農

業

所

得
の
申
告
受
・
付
け

2

月

2

0

日

～

2

2

日

　

　

役

場

別

館

次
の
日
程
で
住
民
税
申
告
と
農
業
所

得
申
告
の
受
付
け
を
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
納
税
相
鉄
を
行
な
い
草

の
で
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
▼

．
午
単
丁
時
か
ら
午
後
四
時

○
場
所
　
役
場
別
線

源
泉
還
付
の
申

し
出
は
早
め
に

所
得
税
の
還
付
蓉
る
た
め
の
確

定
恥
骨
は
、
－
月
か
ら
受
け
付
け
て
い

せ
ず
。
早
く
申
肯
す
れ
ば
税
金
の
遺
付

も
早
畠
百
ら
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金

．
が
廃
る
人

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

を
し
た
税
金
が
納
字
ぎ
に
な
月
て
い
．

る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
が
㍉

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

轟
撤
し
て
く
だ
さ
い
。

「
四
十
八
年
中
の
所
得
が
少
な
い
人

で
、
利
子
や
配
当
、
席
料
な
ど
の

収
入
が
あ
る
人
。

こ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
娘
浦
揮
除
や

量
痺
除
、
住
宅
取
得
地
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
曽
る
人
。

罵
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
串
の
中
途
で
退

め
年
末
据
盤
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

四
、
予
走
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
災

串
塞
け
た
り
富
票
癖
だ
っ
た
り

し
て
所
得
が
著
し
く
減
り
、
確
定
申

骨
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

土
地
や
建
物

を
売
っ
た
人

譲
渡
所
得
の
申
告
を

土
地
や
婆
売
っ
た
場
合
の
利
益

．
（
鵠
渡
所
得
）
に
対
し
て
は
、
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
。

擾
所
得
に
か
か
る
恵
属
の
申
皆

や
納
付
は
、
売
っ
た
韓
の
翌
年
の
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
闇
に

申
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

重
過
ぎ
る
互
恵
や
延

滞
税
な
ど
食
の
税
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
は

必
ず
申
督
し
て
く
だ
さ
い
。

．
譲
渡
所
得
の
対
象
に
は
、
－
般
の
売

職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
拝
見
の
ほ
か
に
贈
与
・
交
換
・
収
用
・
競

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

ｌ

一

Ｔ

Ｔ

ｌ

Ｌ

ｒ

ｔ

ｌ

ｌ

■

－

1

－

▼

ｉ

一

1

－

ｆ

ｉ

Ｉ

・

．

Ｊ

’

＿

幕ｌ・・集

町
保
育
園
児
∵

町
で
は
∵
四
十
九

次
の
叢
で
費
し

音
量

①
共
暫
暴
虎
、

要
義
か
内
職
を
し
て
い
嘉

③
母
親
が
な
い
席
鹿

督
蕗
だ
け
で
生
計
を
た
舌
い
る

…
題

、
①
母
親
か
病
気
か
、
甘
た
は
病
気
の

Ｌ
署
複
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
密
度

③
こ
の
ほ
か
、
保
育
に
欠
け
る
な
ん

ら
か
の
革
情
の
あ
る
家
庭

員
六
十
名

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
且
役
場
老

人
児
童
喋
に
ね
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

遠
賀
鯨
光
園
職
員
‥

「
職
場
．
葦
（
地
方
公
掌
ｌ

二
、
採
用
ム
員
一
名

二
日
か
を
一
十
姦
通
月
－
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
傲

由
、
受
付
期
間
∵
四
十
九
年
二
月
寺

・
日
か
ら
三
月
九
日
ま
で

車
拭
験
且
喜
市
丁
五
日

六
、
採
用
月
日
　
四
十
穿
け
↓
田

く
わ
し
い
こ
と
は
婆
灯
火
車
上
別

三
、
1
蛮
冨
絡
唱
和
二
十
五
年
四
月
府
八
九
二
番
地
要
人
ホ
ー
ム
賓

静
光
園
（
薗
百
九
蔓
山
九
－
ニ
Ｔ
0
1

二
五
）
へ
、
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

北
九
州
盲
学
校

入
学
者

「
募
集
人
員

○
小
学
郎
（
六
ケ
嘩
）
制
限
な
し
。

0
中
学
郡
（
三
乞
甲
）
制
限
な
し
。

で
ｐ
（
畳
み
用
紙
は
・
聾
人
四
、
入
園
期
日
四
十
九
年
四
月
三
田

児
童
陳
に
用
意
し
て
い
ま
す
）
　
　
五
、
保
育
園
の
名
称
（
所
在
地
）
、

ェ
、
保
育
時
間
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
◆
轟
鵬
保
育
園
（
役
壌
櫨
）

ぺ
　
午
前
八
時
半
か
ら
解
後
五
時
敵
い
　
定
員
．
セ
十
名

簿
。
（
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
に
　
◆
盤
二
保
留
鼠
（
宮
田
ノ
ニ
公

ｒ
わ
い
て
は
年
前
七
時
単
か
ら
纂
ハ
′
∴
戌
館
哲
　
蛋
七
十
名

ｌ
′
賢
で
㌣
　
　
　
　
　
　
◆
水
轟
三
富
（
嚢
県
道

・
町
臨
時
職
串
の
．
登
録
受
付
け

園
瞥
羅
ノ
・
一

芭
　
袈
九
十
名

に
眩
　
◆
社
会
憎
祉
埴
入
水
地
み
な
み
保
育

料
は
、
四
十
九
富
市
の
臨
時
職
員

の
登
録
を
次
の
と
お
り
受
付
け
葺

－
、
萱
付
抽
蘭
　
四
十
九
年
三
月

－
田
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

轟
時
間
内

こ
、
職
租
　
ふ
驚
筆
耕
及
夏
毒

婦
、
多
イ
ピ
ス
ト
、
蔓
術

．
筆
名

三
、
資
格

ィ
、
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

ロ
、
十
八
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
（

た
だ
し
按
聾
に
つ
い
て
は

五
十
五
茜
．

四
、
重
曹
役
場
人
等
味
へ
履
歴
蕃

山
通
常
坂
の
も
の
露
用
し
て

・
ペ
ン
菅
の
こ
と
）
を
本
人
か
直

・
按
持
参
し
て
く
だ
さ
い
愈

五
、
貸
金
－
鷺
肇
鰍
料
盲

（
八
時
間
）
千
八
百

六
、
そ
の
他
、
登
繰
言
の
中
か
ら

町
が
〃
嘗
な
時
に
そ
の
つ
と
勅
語

し
て
い
た
だ
轟
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
椀
人
事
課
に
ね

た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

－

．

き

ｌ

Ｔ

Ｉ

一

Ｊ

Ｉ

一

ｔ

Ｉ

1

1

1

－

1

ｉ

⊥

1

0
蛮
即
普
通
科
（
三
ケ
哲
十
五

名
凄
健
囁
擾
科
（
三
乞
豊

・
十
五
名

○
尊
整
骨
疲
科
ハ
エ
乞
豊
十
五

∵
名
。
㍉

こ
、
人
望
貫
柊

○
各
部
と
瓦
痛
正
視
カ
〇
・
三
東
滴

で
、
骨
通
学
枚
で
は
学
習
し
に
く

い
人
、
お
よ
び
将
来
眼
の
見
え
な
．
Ｖ

く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
。

0
心
盈
蔀
普
通
科
、
保
健
理
療
科
．

は
、
中
学
卒
業
者
か
同
等
以
上
の
・

学
力
が
あ
る
と
撒
め
ら
れ
た
人
。

○
高
等
郎
専
攻
科
は
、
苺
郎
規
療

科
二
産
を
修
了
し
た
人
。

三
、
娩
出
期
限
　
四
十
八
聾
二
月
十
八

日な
お
、
出
願
手
鞠
車
高
等
郎
入
拭

ｉ

Ｈ

Ｈ

畿
科
等
の
絆
細
な
こ
と
彗
北
九
州
市

八
幡
区
七
轟
楯
岡
鼎
立
北
九
州
盲
学
校

（
暢
曇
聖
丁
恵
函
－
凸
に
ね
た
づ

ね
く
だ
ｌ
さ
い
。

北
九
州
市
　
、

交
通
局
職
員
・

北
九
州
宵
毒
は
次
の
盟
有
で
職

展
墓
い
た
し
思
す
。

「
職
種
　
バ
ス
ガ
イ
ド

こ
、
資
格
満
二
十
四
廠
未
満
の
女
性

三
」
募
集
期
間

い
つ
で
も
北
九
州
市
毒
で
受

付
け
ま
宅
・

輿
給
卑
月
顧
（
基
本
給
）
・
五
万
二

千
三
百
一
十
円
（
十
八
線
）

五
、
問
い
合
わ
せ
先

北
九
州
冊
交
通
局
冷
帯
稗
・

（
題
で
九
丁
金
蔓
○

売
・
公
売
・
代
物
血
蕗
な
ど
も
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
－
定
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
は
、
喜
ど
の
手
続
車
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
が
か
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、
ま
た
は
、
．
安
い
税
金
で

す
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
社
葬
や
申
骨
の
亭
統
合

な
ど
で
わ
か
ら
な
い
方
は
、
董
卓

寮
担
当
で
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
お
気
胞
に
お
た
づ
ね
く
だ

さ
い
．

1
－
て
一
く
一
ｌ
て
，
．
蔓
ｌ
－
ｔ
Ｊ
ヽ
ｒ
ｊ
＿
一
ｌ
－
一
Ｔ
ｌ
一
ｌ
ｌ
一
ｒ
ヽ
－
荏
＿
．
ヽ
ｒ
ｊ
ヽ
ｊ
ｌ
ｒ

二
月
は
県
内
ね

ず
み
駆
除
月
間

地
区
ご
と
に
退
治
を

二
月
は
．
県
内
空
砲
愉
月
間
一

こ
れ
に
合
わ
彗
町
で
も
町
円
の
ね
ず

登
執
し
て
い
ま
す
。

ね
ず
み
は
ワ
イ
ル
鯛
、
ペ
ス
ト
な
ど

の
轟
は
も
ち
ろ
ん
、
食
品
や
冬

穣
爛
気
の
暦
菌
を
奮
孟
物
よ

し
て
恐
ろ
し
い
も
の
で
雪
．

こ
切
ね
ず
み
退
治
の
た
め
、
町
か
ら

各
駐
在
区
に
蛋
刑
を
配
り
喧
ず
の

で
、
各
区
、
賢
母
隊
日
を
決

め
虻
な
庭
草
、
ね
ず
み
の
い

っ
せ
い
誓
1
旛
操
な
町
轟

鹿
づ
く
り
に
協
力
さ
れ
る
よ
う
淘
聯
け

し
ま
す
。
．

身
障
者
の
方
へ

実
態
調
査
に

ご
ｌ
協
力
を

身
体
陣
脊
者
の
た
め
の
福
祉
政
策

は
、
四
十
八
嘩
十
月
に
障
虚
辱
敬
三
級

以
上
で
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
医
療
費

が
無
料
に
な
り
壊
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

■
監
蒜
著
の
福
祉
を
ほ
か
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
無
料
化
が
多
く
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
壷
の
垂
料
に
必
畢
な
輿
態

を
把
擾
す
る
た
均
次
の
と
お
り
礪
査

を
行
な
い
ま
す
の
で
身
障
者
の
方
々
の

蜜
腰
い
い
た
し
葺

「
日
時
　
二
月
十
九
日
　
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
獣
で

こ
、
鴇
断
水
地
町
々
艮
会
館

三
、
持
参
す
ｌ
る
も
の
轟
畢
臓

四
、
．
代
理
の
方
で
も
可

畢
撃
存
知
な
い
方
は
メ

モ
し
て
昏
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
ｌ
腐
生
係
に
お

た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

お
　
礼
　
申
　
し

あ
　
げ
　
ま
　
す

香
典
返
し
と
し
て
つ
官
の
牙
か
ら
社

会
猥
遜
雲
へ
ｒ
寺
贈
管
し

た
。
哀
椙
を
お
祈
り
い
た
ー
滋
ず
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
嚢

故
江
坤
ツ
ル
殿

故
小
山
．
狂
殿

故
角
思
ヰ
ヌ
ヱ
臓

故
久
保
田
イ
セ
搬

江
地
　
織
人
殿
．

小
山
儀
厨

舟
屋
　
串
雄
昭

久
保
田
賢
次
戯

、くこ1、・

棚
醐
健
康
診
．
断
、
．

傷
痛
の
程
度
が
七
項
症
以
上
で
塾
丁

餓
以
上
の
叢
署
の
普
蔭
断
か
行

な
わ
れ
葺
蝉
隻
塔
姶
甘
。
鼻
油

日
．
9
時
か
ら
1
八
幡
区
酉
本
町
田
具

慶
聾
歪
騒
所
雪
悌
環
線

検
幹
甘
月
中
・
捜
疋
病
院
で
受
胎

幣
他
人
負
担
1
6
0
0
円
申
込
み

く
わ
し
い
こ
と
は
弧
追
摩
鑓
碑
へ
や

ｌ
ｌ

善
徳
大
殿
彿
甲
里
巌

故
渡
辺
好
隆
激
浪
辺
′
猛
威

放
藤
政
教
廠
・
近
勝
”
傭
載

故
三
原
ヤ
ツ
眉
股
三
原
　
陳
城
殿

義
輝
モ
モ
品
1
Ｈ
加
藤
叢
ｍ
般

菖
町
㍉
武
野
殿

故
山
原
　
職
殿

故
宵
川
野
シ
手
取

蕃

　

強

殿

叢

郎

殿

撃

墜

殿

磐
井
　
新
殿

奥
野
ヲ
ヰ
タ
熊

山
原
九
州
最

境
川
正
義

馬
婦
定
雄
顧

本
多
鵬
太
郎
緻

密
ヰ
∵
鰊
腺

岩
井
ナ
チ
盈
殿

領ｉ・潮ｔイル


